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明治45年創刊
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古
い
新
聞
を
お
持
ち
の
方
は
、

明
治
史
料
館
に
御
一報
下
さ
い
。

原
本
も
し
く
は
、
マ
イ
ク
ロ
・

フ
ィ
ル
ム
で
保
存
・公
開
が
で

き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い

ま
す
。
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明
治
期
沼
津
で
発
行
さ
れ
た
新
聞

兵 ズ

御言

静
岡
県
に
お
け
る
新
聞
の
は
じ
ま
り

は
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
二
月
創
刊

の
『官
許
静
岡
新
聞
』
で
あ
る
が
、
沼
津

に
お
け
る
そ
れ
は
遅
れ
る
こ
と
八
年
、

明
治
十
四
年

（
一
人
八

一
）
七
月
二
日

創
刊
の

『沼
津
新
聞
』
で
あ
る
。

『沼
津
新
聞
』
を
発
刊
し
た
沼
津
新

聞
社
は
沼
津
上
土
町
に
あ
り
、
編
輯
人

は
山
本
達
也
、
印
刷
人
は
竹
内
正
斎
、

編
輯
人
は
後
に
喜
多
山
正
誼

・
永
峯
就

正

・
横
井
保
久
と
替
わ
っ
た
。
山
本
は

民
権
運
動
家
、
喜
多
山
は
沼
津
兵
学
校

第
五
期
資
業
生
の
出
身
、
竹
内
は
沼
津

兵
学
校
第
六
期
資
業
生
で
西
南
戦
争
で

戦
死
し
た
竹
内
有
好
の
嗣
子
、
他
の
顔

触
れ
も
十
族
で
あ
ろ
う
。
社
員
・記
者
・

株
主
に
は
間
宮
喜
十
郎

・
碇
倭
二
郎

・

仁
工
藤
八

・
石
井
弥

一
郎
と
い
っ
た
地

元
の
文
人

・
有
力
者
が
い
た
。

『沼
津
新
聞
』
は
明
治
十
六
年
四
月

一
五
九
号
で
廃
刊
し
た
。

そ
の
後
に
沼
津
で
発
行
さ
れ
た
新
聞

が

『岳
南
日
報
』
で
あ
る
。
明
治
二
十

五
年

（
一
人
九
二
）
に
創
刊
さ
れ
、
二

十
七
年
に
静
岡

へ
移
転
し
『東
海
公
論
』

と
改
称
す
る
ま
で
続

い
た

（同
紙
は
そ

の
後

『静
岡
新
報
』
と
な
る
）
。
会
社
は

沼
津
町
上
本
町
に
あ
り
、
主
筆
は
山
岡

昂
三
、
社
長
市
河
篤
造
、
副
社
長
長
倉

誠

一
郎
、
印
刷
人
喜
多
山
正
誼
で
あ
り
、

自
由
党
系
の
人
々
に
よ

っ
て
担
わ
れ
た

新
聞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『沼
津
新

聞
』
は
月
に
六
か
ら
十
日
の
発
行
で
あ

っ
た
が
、
『岳
南
日
報
』
は
日
刊
だ
っ
た
。

し
か
し
現
存
す
る
も
の
が
少
な
く
残
念

で
あ
る
。

そ
の
後

『駿
豆
新
聞
』
が
明
治
四
十

五
年

（
一
九

一
二
）
四
月
十
五
日
に
創

刊
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
駿
豆
新

聞
社
は
沼
津
町
城
内
に
あ
り
、
発
行
兼

編
集
人
川
村
繁
則
、
印
刷
人
笠
井
浜
吉
、

日
刊
紙
で
あ

っ
た
。

大
正
期

に
入
る
と
、
『駿
豆
新
報
』

（大
正
八
年
Ｙ

『沼
津
新
報
』
（九
年
γ

『沼
津
毎
日
新
聞
』
（十
五
年
γ

『沼
津

Ｈ
日
新
聞
』
（十
五
年
）
な
ど
が
創
刊
さ

れ
る
。

（

シ
リ
ー
コ
ロ
奢浮

そ
の
人
材
貸

静
岡
藩
は
徳
川
幕
府
と
い
う
国
家
機

構
が
縮
小

・
転
生
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
藩
士
に
は
国
政

・
外
交
に
関
与
し

た
者
、
国
家
的
な
見
地
か
ら
学
問
研
究

や
軍
制
改
革
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
者
が

少
な
く
な
か
っ
た
。

や
が
て
彼
ら
は
廃
藩
に
よ
っ
て

（あ

る
い
は
廃
藩
を
待
た
ず
に
）
、
明
治
政
府

へ
の
出
仕
と
い
う
形
で
再
び
国
家

へ
の

参
加
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
そ
の
前
段
階
と
も
い
う
べ
き

事
象
と
し
て
、
他
藩

へ
の

「御
貸
人
」

が
あ
る
。
静
岡
藩
で
は
自
藩
の
有
能
な

人
材
を
他
藩

へ
貸
し
出
し
た
の
で
あ

る
。
藩
体
制
の
廃
止
が
日
前
に
迫

っ
て

い
る
中
で
、
個
別
の
藩
に
対
す
る
応
援

を
行
う
と
い
う
の
は
時
勢
に
逆
行
し
て

い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
各
藩
に
と
っ

て
は
ま
だ
独
力
で
の
富
国
強
兵
を
日
指

す
立
場
に
あ
り
、
そ
の
手
助
け
を
す
る

の
は
旧
幕
府
と
し
て
の
静
岡
藩
な
ら
で

は
の
力
量
を
示
す
行
為
で
あ

っ
た
。

七
十
万
石
に
圧
縮
さ
れ
て
し
ま
っ
た

静
岡
藩
に
と
っ
て
、
御
貸
人
は

「人
減

一

そ
の
二

ら
し
」
の
意
味
も
あ

っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
各
藩
が
必
死
に

新
時
代
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
努
力
と

そ
れ
に
応
え
る
べ
く
自
分
の
能
力
を
生

か
そ
う
と
し
た
静
岡
藩
十
の
心
意
気
と

い
う
、
積
極
面
に
こ
そ
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

沼
津
兵
学
校
か
ら
の
御
貸
人
は
ま
さ

に
そ
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
徳
島
藩

と
鹿
児
島
藩
で
は
御
貸
人
の
指
導
に
よ

っ
て
沼
津
兵
学
校

・
同
附
属
小
学
校
に

倣

っ
た
学
校
制
度
を
整
え
て
い
る
。

徳
島

・
鹿
児
島
藩
の
場
合
ほ
ど
に
は

影
響
を
与
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
静
岡
藩
か
ら
の
御
貸
人
の
派
遣
は

次
ペ
ー
ジ
の
表
の
通
り
二
十

一
藩
に
も

及
ん
だ
。

い
ず
れ
も
各
藩
の
目
的
は
、
洋
学
校

開
設

・
仏
式
歩
兵
伝
習

・
航
海
術
教
授

と
い
っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
幕
末
の
遣

欧
使
節
団
に
参
加
し
た
大
田
資
政

（源

二
郎
）
は
英
語
を
教
え
る
た
め
福
井
藩

に
招
か
れ
、
沼
津
兵
学
校
第
二
期
資
業

生
吉
村
幹
は
英
学
者
と
し
て
柳
川
藩
に

人 ◇
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招
聘
さ
れ
た
。
鹿
児
島
藩
の
よ
う
に
、

医
学
修
行
の
た
め
に
留
学
に
き
た
静
岡

藩
士

（沼
津
兵
学
校
第
四
期
資
業
生
志

村
貞
銀
）
を
逆
に
算
術
教
師
と
し
て
扱

き
使
う
と
い
っ
た
事
例
も
あ
り
、
英
学
・

数
学
に
優
れ
た
者
が
引
っ
張
り
だ
こ
だ

っ
た
当
時
の
状
況
が
伺
え
る
。

御
貸
人
が
派
遣
さ
れ
た
時
期
は
、
明

治
元
年

。
二
年
と
い
っ
た
早
い
時
期
も

あ
る
よ
う
だ
が
、
明
治
三
年

（
一
人
七

（

○
）
秋
か
ら
翌
年
本
ま
で
が
ピ
ー
ク
だ

っ
た
と
言
え
よ
う
か
。
廃
藩
ま
で

一
年

に
も
満
た
な
い
期
間
で
あ
る
が
、
中
に

は
置
県
後
も
引
き
続
き
残
留
し
た
者
も

あ
る
。
明
治
三
年
十

一
月
に
弘
前
藩
に

招
聘
さ
れ
た
静
岡
学
問
所
二
等
教
授
宮

崎
立
元
は
、
翌
年
四
月
ま
で
同
藩
の
敬

応
書
院
に
お
い
て
約
二
十
名
の
生
徒
に

漢
学
を
教
え
た
が
、
七
月
に
は
再
び
弘

前
に
招
か
れ
て
い
る
。

一

鹿
児
島
藩
に
赴
い
た
沼
津
兵
学
校
第

四
期
資
業
生
吹
田
鯛
六
は
同
藩
に
つ
い

て

「学
校
者
余
り
盛
ん
二
て
者
無
之
」

「人
物
者

一
人
も
無
之
様
子
」
と
い
う

感
想
を
抱
い
て
い
る
が
、
逆
に
同
藩
の

質
実
剛
健
な
士
風
に
は
好
感
を
持
ち
、

影
響
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
御
貸
人

の
効
果
は

一
方
的
な
も
の
で
は
な
く
相

互
補
完
的
な
も
の
で
も
あ

っ
た
。

「御
貸
人
」
に
は
自
藩
の
み
に
人
材

を
縛
り
つ
け
て
お
こ
う
と
い
う
ヶ
チ
な

発
想
は
な
か
っ
た
。

〈参
考
文
献
〉
宮
地
正
人

「八
王
子
千

人
隊
の
静
岡
移
住
ヽ
静
岡
県
近
代
史
研

究
』
１５
、
鈴
木
栄
樹

「
『公
文
書
』
中
に

み
え
る
静
岡
藩
の

″御
貸
人
″
た
ち
」

『静
岡
県
近
代
史
研
究
会
会
報
』
１
４

７
、
樋
口
雄
彦

「静
岡
藩
十
の
鹿
児
島

だ
よ
り
―
柏
木
忠
俊
宛
吹
田
鯛
六
書
状

―
」
『韮
山
町
史
の
栞
』
１５
ほ
か

和歌山藩への御貸人

関  迪教
福井藩への御貸人

大田 資政
鹿児島藩への御貸人

名村五八郎

静 岡 藩 の 御 貸 人

派 遣 先 派遣時期 沼津兵学校 静岡字間所 その他 計

弘 前 藩

米 沢 藩

守 山 藩

与 板 藩

高 徳 藩

宇都宮藩

― 宮 藩

松 代 藩

福 井 藩

鯖 江 藩

津  藩

尼 崎 藩

和歌山藩

岡 山 藩

津 山 藩

鳥 取 藩

松 江 藩

徳 島 藩

高 知 藩

柳 川 藩

鹿児島藩
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◎
ビ
デ
オ

「沼
津
の
戦
争
史
跡
を

訪
ね
て
」

当
館

ロ
ビ
ー
で
は
自
動
検
索
に
よ
る

ビ
デ
オ
装
置
に
よ
り
沼
津
の
歴
史
に
関

す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
見
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
新
た
な
作
品

が

一
本
加
わ
り
ま
し
た
。

「
沼
津
の
戦
争
史
跡
を
訪
ね
て
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
作
品
で
、
沼
津
市
内

に
残
る
昭
和
の
戦
争
に
関
わ
る
史
跡
に

つ
い
て
、
そ
の
由
来
や
意
味
を
解
説

・

紹
介
し
た
も
の
で
す
。　
一
〇
分
程
度
の

上
映
時
間
で
す
が
、
地
域
に
お
け
る
戦

争

の
意
義
を
考
え
る
上
で
手
掛
か
り
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
来
館

の
際
に
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ウ
イ
ー
ク
中
の

開
館
に
つ
い
て

休

館

日

‥

４

月

３０

Ｈ

（
土

）
、

５

月

２

日

⌒月
）
、
６
日

（金
）

こ
れ
以
外
は
開
館
し
ま
す
。

◎
５
月
１９
日
は
無
料
開
館
日

江
原
素
六
が
亡
く
な

っ
た
５
月
１９
日

は
、
記
念
日
と
し
て
観
覧
料
が
無
料
と

な
り
ま
す
。
墓
前
で
は
江
原
素
六
先
生

顕
彰
会
に
よ
る
記
念
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
江
原
素
大
に
つ
い
て
紹
介
し
た

や
さ
し
い
解
説
書
が
あ
り
ま
す

江
原
素
六
に
つ
い
て
小
学
生
に
も
わ

か
る
程
度
に
や
さ
し
く
解
説
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ご
活

用
下
さ
い
。

◎

『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
１８
』
の

刊
行
に
つ
い
て

体
裁
…
Ｂ
５
版
　
八
〇
ペ
ー
ジ

頒
価
…

一
五
〇
〇
円
。

内
容
…
増
島
淳

Ｊ
日利
Ｖ
式

（連
八
紋
）

土
器
の
胎
十
分
析
」
、
瀬
川
裕
市

郎

「
上
器

の
胎
土
分
析

１
」
、

上
野
裕
二

「富
士
山
縁
起
と
竹

取
伝
水
」
、
樋

口
雄
彦

「
近
代

成
立
期
の
地
域
編
成
と
名
望
家

―
沼
津
市
域
を
中
心

に
し
て

―
」
、
同

「史
料
紹
介
　
江
原
素

六
の
教
育
勅
語
変
更
演
説
速
記

録
」
。

近
く
刊
行
の
予
定
で
す
。
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

一

◎
資
料
閲
覧
室
は
こ
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す

当
館
２
階
に
あ
る
資
料
閲
覧
室
は
、

所
蔵

・
保
管
す
る
文
書
資
料

・
図
書
資

料

・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
公
開

す
る
場
で
あ
り
、
博
物
館
に
お
け
る
展

示
以
外
の
機
能
と
し
て
重
要
な
も
の
で

す
。
最
近
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
例
を
紹
介

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
家
の
墓
地
の
敷
地
に
つ
い
て

古
文
書
で
確
認
し
た
い

（市
内

・
男

性
）
近
代
の
女
性
史
を
調
べ
る
た
め
新
聞

の

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
を
見
た

い

（清
水
町

・
女
性
）

江
原
素
六
に
関
す
る
本
を
見
た

い

（市
内

。
中
学
生
）

茶
業
の
歴
史
に
つ
い
て
文
献
か
ら
調

べ
た
い

（函
南
町

・
国
家
公
務
員
）

浮
島
沼
の
十
拓
に
つ
い
て
調
べ
た
い

（市
内

・
小
学
生
）

金
岡
地
区
の
寺
院

・
神
社
に
つ
い
て

調
べ
た
い

（市
内

・
短
人
生
）

学
校
で
の
グ
ル
ー
プ
学
習
で
明
治
時

代

の
教
科
書

の

コ
ピ
ー
が
ほ
し

い

（市
内

・
小
学
生
）

旧
幕
臣
だ
っ
た
先
祖
に
つ
い
て
調
べ

た
い

（小
山
町

・
男
性
）

・
郷
土
研
究
部
で
戦
争
に
つ
い
て
調
べ

て
い
き
た
い
が
参
考
に
な
る
資
料
が

ほ
し
い

（市
内

・
高
校
生
）

Ю
者
‐
平
賊
無
一
一
「
略
一
一
燿
一
一
一

５

ｏ
ｌ
　
霞
会
館

６

・
６
　
裾
野
市
史
編
さ
ん
調
査
委
員

８

ｏ
２
　
沼
津
市
史
編
纂
近
現
代
部
会

～
４
　
委
員

６
　
一■
山
高
校
百
二
十
年
史
編
集

委
員

７
　
麻
布
学
園
百
年
史
編
纂
委
員

沼
津
市
史
編
纂
近
現
代
部
会

委
員
同
右
民
俗
部
会
委
員

同
右
近
現
代
部
会
委
員

韮
山
町
史
編
纂
協
力
委
員

焼
津
市
文
化
財
保
護
審
議
会

沼
津
市
史
編
纂
近
現
代
部
会
委
員

新
潟
市
史
編
纂
室

静
岡
県
立
大
学
前
山
亮
吉
氏

八
千
代
市
史
編
纂
担
当

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
３７
号

獅
篠
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―
一

電
　
話

〇
五
五
九
二
〓
一Ｔ
ｉ
壬
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
二
一五
上
一〇

一
人

3  3  3  2  1  11 11 10 9  8

29 17 10 26 25 18  3  29     11

沼津市曖治費料鱚
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